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ボーリング柱状図
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調 査 業 者 名 主任技師 現        場
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表層20cmは植物根混入
風化残積粘性土

全体に5cm以下の角礫混りの粘性
土
1m以深は礫の混入多い

1.6～2.0mは岩構造は僅かに残すも
礫混り砂状
2.0～2.3mは岩構造は残すも風化著
しく粘土質砂礫状
2.3～3.0m
やや新鮮部を野楠も概ね風化して
いる
割れ目多く割れ目には淡褐の粘土
を挟む
3.0～3.4m
粘土質砂礫状に破砕されている
3.0～3.15m間は粘土分流失する
3.4～7.4m
岩質は概ね新鮮でやや硬質
割れ目が多く開口し、割れ目には
薄く粘土を挟む
5.7～7.4m間は、層理に沿って淡灰
の泥質部を縞状に含む
縞状の泥質部は風化変質が進みや
すい
3.5～4.0m及び5.0～6.0m間は全逸
水する

7.4～7.7m
コアは角礫状に破砕されている
7.7～9.0m
岩質は概ね新鮮でやや硬質である
割れ目には薄く粘土を挟む
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